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一一夏季巡検会報告一一一

斉藤 朗 三 *

1 .はじめに

忙しい日常生活に追われ、自然を見つめるゆとりなどない私にとって、夏休み期間中のこの巡検山、

「フィールドに帰る日jであり、「またがんばろうJというエネルギーを与えてくれる O
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カ所は、 ら られた時に必ず説明する 11谷の①化石②活断層③タービダイトの

とのことである O 楽しい l日がスタートした。

2 . (早川 選沢砂岩の中の

に富士川層群飯富累躍の 1つである遅沢探質砂岩層で、貝化石を大変多く含む小原島の

くO まだコンクリートでまかれず、道路沿いにこんなにたくさんの貝化石が見れる場所があるのに

き、感激した。すぐに観察する O ホsortingが悪く、長径 10cm位の擦を多く含む、どろっぽい

で、中に二枚貝@巻貝の化石がたくさんある O この程度が私のわかったことである O

次に徐さんの説明を資料を参考に箇条書きにしてみると……

① sortingが悪く、泥質の部分が多い合機砂岩層である。この付近で摺摩は 100m位か。また水底の

堆積物が塊 (mass) として二次移動して再堆積したスランプ堆積物の特徴も見られる O

②入っている貝化石は、浅い所に生息するもの、深い所に生息するもの、種々雑多である O このこと

から、もともとここに生息していたのではなくて、流れこんできたものであることがわかる O

も同じことが言える (1000mを超える水深にすむものや、数十 mの浅瀬にすむもの)。

③ 富士川谷のように 3000 万年前~300 万年前の地層が連続して追えるのは、日本でもまれであり、

日本の、いや世界の第一級のフィールドであ

るO

こんな話の中から、この地域の成り立ちをイ
ペーズン ヘリ

メージ化して語ってくれた。

きりたった崖があり、そこから……Jこの話を

いていて、 1つの露頭からどれだけ多く

け出し、その地域の成り立ちを豊かな

イメージ ることができるか、これが研究者

として一番大切な感性なのだということがよく

わかり、徐さんのすばらしさに感心させられた。

また、この地域の北側にある、いわゆる

について③不整合と認め、それに

を言認めなし

3つ う考え方の も楽

しかっル O

3. 

仏大城川下流の

橋下にある に行く。松田博士が発

し、 ら を

すが、それ以蜂河床擦でおおわれたためかよく
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ヰ 小原島の異化石、タマキガイ、マjレスダレ

ガfイ、イタヤガイ、フネガイ、ツノガイ、

トマヤガイ、オオシラスナガイなどがある



わからないo I多分ここですねJと推定するぐらいだった。しかし左岸の河崖では、はっきりとわかり、

西八代層群御殿山累層の玄武岩が未回結の河成諜層を切り、逆断層の形でのっているのが観察された。

身延衝上断層は新第三紀層中の断層であるが、第四紀後期膚と考えちれる河成擦窟を切っていること

から活断層といえるわけである O

資料によれば、平均 1000 年で1. 3~2.5 m の割合で動いていることになる O 近くで見たかったので

川を渡り、走向@傾斜を測ってみると、 N300E.. 350 N Wとなり、なるほどスラストであることがよく

わかった。

、，.. ~ヂ

」一」伊 となり、

を広げて食べる O

4.十島構北側左岸のタ…ピダイトと

を富士川左岸に止め、河原を歩く O 道がなく、

り、露頭にたどり着くのに

検隊の

ように

ると、

り、それだけでも

百人

ある O いる O 砂

(ソールマーク)

られる O

るO

ここでもま~、 からたくさんのこんの

とを学ぶこと

メモと資料より、箇条書きにしてみると…

① この sheetの

して存在する

にあり貫入岩体と

にあるものが顔を

している O

② 砂岩下底面の流痕(カレントマーク)

さつまいものような構円形~思形をし

るブルートマーク (flutemar k) 

も

80
0 

7 ソーjレマークがきれいに見られる

(sole mark)の分類

念
品

、少
」胆静

の している O こういう嵐に考えでい

(current mark) 

により{乍られたもの

Ooad mark) 

により作ら もの

(trace fossil) 
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くと、 は論理的であるといえるoJ

③ していることや詐し痕の さ、そして

ブリッシュ型堆積物の特徴 している O ま

はターピタイト(混濁流により深海

した陸源堆積物)の特徴が見られる O

的 タ ダイトの としてブ マ (1962) の

5つの (国 1)の説明が り、 してほしい
U74二~~.:.~.~.:q~.::..:::~1 a 級化部

と るの よくわからなかった。

5つの部分を説明し

はもっとスケールの大きいもの

るO 私もらっ

えていたのだが、わ

5 ClTI 中でその

から と

ユた0

3についそれ以外にも、

ても さで区別せざるをえないと
、

れ
リ
J

いう った。

いろいろ しているうちに時がすぎ、解散の になっ

きるかてしまっ

どと

約 40

ことらどれだけのものを

についたO

さん、そし さん、楽しく

O 

O日本の地質 4I中部地方 1J 

O加牢メ文芸喜 24
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図 1 Boumaシークヱンス(累重関係)

BOUMA (1962)はヲブリッシュ

中のターピ夕、イトを数多く

しラその単層内部堆積構造が a~e

の 5つの部の規則的な積み重ねによっ

されることを示したO

24ラ堆積物の研究法より)

か……、もっと勉強しなきゃあか

した 1日 にありがとうございまし 1'-0 


